
はじめに

◼ 日本が相対的に貧しくなっているのは確からしい。70年代との最も

大きな違いは「成長率」

⚫ 70年代年率8%成長→現在ほぼ0%

◼ 個人の対策を3つ、お話します。
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日本はもう先進国とは言いにくい現実。個人はど
う対策すべき？
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70年代に逆戻り？



はじめに

1. 日本が70年代に！？相対的に貧しくなって
いるのは確からしい
⚫ 70年代との最も大きな違いは「成長率」

⚫ 70年代年率8%成長→現在ほぼ0%

⚫ 今後の日本も、大きな成長は見込めなさそう

2. 個人でできる対策3つ
⚫ 株式投資を通じた海外成長の取り込み

⚫ ライフプランを通じた将来リスクの低減、資産形成

⚫ 海外から学ぶ姿勢
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日本が相対的に貧しくなっている件
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◼ 日本の1人あたりGDP成長率は1970年代を境に右肩下がり

◼ 他国は引き続き成長を続けており、相対的に貧しくなりつつある

出所:世界経済のネタ帳

出所:世界経済の発展と技術革新（1）（増山幸
一、『経済研究』明治学院大学、126、2003



貧しくなっていく中で、個人のとれる対策3つ（その1）
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◼ 海外の成長を取り込む

⚫ インデックス投資等を通じて、海外の経済成長を個人でも取り込むことができる

⚫ ただし日本人の貯蓄神話は根強い（日本と米国では、株と預貯金がちょうど逆）

⚫ 金融教育の遅れは今後も深刻な影響を及ぼすだろう

出所:資金循環の日米欧比較（日銀、図表2）より筆者作成。データは2021年3月末時点。



貧しくなっていく中で、個人のとれる対策3つ（その2）
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◼ 将来のリスクに「積極的に」備える

⚫ 単一のライフプランでハッピーに人生を終えられた70年代とは違う

⚫ 人生100年時代で、生き方の戦略はどんどん複雑化している

⚫ 将来の金銭的リスクにライフプランで積極的に備えながら、戦略を立てる。受け身だけ

でなく、能動的に

◼ 海外から学ぶ

⚫ 海外から学ぶ必要性は以前から変わらないが、今後増々高まるだろう

⚫ 海外渡航のコストは上がる一方、インターネットが海外の壁を低くしてくれる。学ぶ

チャンスはいくらでもある。



まとめ
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1. 日本が相対的に貧しくなっている
⚫ 70年代との最も大きな違いは「成長率」

⚫ 70年代年率8%成長→現在ほぼ0%

⚫ 今後の日本も、大きな成長は見込めなさそう

2. 個人でできる対策3つ
⚫ 株式投資を通じた海外成長の取り込み

⚫ ライフプランを通じた将来リスクの低減、資産形成

⚫ 海外から学ぶ
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